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１．２０２1年度 上半期の業績

２．２０２1年度 上半期の主な取り組み

３．２０２１年度 下半期の主な取り組み

４．２０２２年２月期 業績予想

本日の説明内容



2021年度 上半期の業績

昨年9月の経営統合に伴う業績の前年比較について
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2021年2月期 上半期
（2020年3月1日～2020年8月31日）

2022年2月期 上半期
（2021年3月1日～2021年8月31日）

イオン九州㈱

（期末店舗数：119店舗）

マックスバリュ九州㈱

（期末店舗数：180店舗）

イオンストア九州㈱

（期末店舗数：15店舗）

イオン九州㈱

（期末店舗数：320店舗）

2020年
9月1日
経営統合

（３社合計店舗数：314店舗）



九州・山口に多様な業態320店舗を展開
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福岡県

佐賀県

長崎県

鹿児島県

大分県

宮崎県

熊本県

山口県

合計

HC 合計SM その他DS GMS

60 2614 2 22

12 49 2

21 10 2 2

21 75 2 6

12 6 13 3

15 7 8 2

12 6 3

1

124

30

35

41

36

32

21

1

41 32030 66 30153

2

3

2021年度 上半期の業績



営業収益、各段階利益ともに前年同期を上回り順調に推移
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営業収益

当期純利益

営業利益

経常利益 2,819

1,743

（単位：百万円） 上半期実績

239,917

2,579

前年同期比（差）

226.9％

（+3,554）

（＋3,667）

（+2,830）

101.8％

（参考）
旧3社合計比較

（+1,724）

（＋1,951）

（+2,080）

2021年度 上半期の業績



衣料

16.1 

食品

54.5 

住居余暇

16.3 

ＨＣ

10.5 

2021年度 上半期の業績 ～ 経営統合後の業容の変化について ～ 6

衣料

8.9 

食品

76.3 

住居余暇

9.7 

ＨＣ

4.1 

売上構成比（％）

HC

SM・DS

GMS

その他

合計

32店舗

―

50店舗

37店舗

119店舗

2020年度上半期 2021年度上半期

店舗数

HC

SM・DS

GMS

その他

合計

30店舗

183店舗

66店舗

41店舗

320店舗

売上構成比（％）

店舗数



2021年度 上半期の業績 ～ 業態別既存店の売上の状況 ～

SM・DS、GMS食品、HCは19年比において伸長
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SM・DS

住居余暇

衣料

食品

HC

GMS

97.7％ 107.4％

２０年比 19年比

第1四半期

107.8％ 98.8％

132.9％ 84.3％

104.5％ 107.2％

97.1％ 90.9％

95.6％ 112.4％

２０年比 19年比

第2四半期 上半期

２０年比 19年比

100.4％

97.4％

90.2％

101.8％

89.8％

89.9％

99.1％

102.2％

108.1％

103.1％

93.2％

92.8％

106.8％

98.0％

80.8％

106.8％

89.3％

109.4％

107.1％

98.4％

82.5％

107.0％

90.1％

110.9％

※ＳＭ・ＤＳは、旧マックスバリュ九州㈱との比較となります。
※ＧＭＳは、イオン九州㈱のＧＭＳ業態と旧イオンストア九州㈱の2社合算値との比較となります。



2021年度 上半期の業績 ～ 主要科目 旧3社合計との比較 ～ 8

101.8％

２０年比・差

旧3社合計との比較

営業収益

102.1％売上高

101.6％営業総利益

99.1％販管費計

+1,724営業利益

売上比・２０年差

△0.1pt

△0.9pt

+0.7pt

102.7％売上総利益 +0.2pt

106.1％

19年比・差

106.7％

103.8％

99.6％

+2,835

105.8％

売上比・19年差

△0.9pt

△2.1pt

※

△0.2pt

営業総利益の増加、販管費の低減により収益力向上

※１９年度上半期は
旧3社合計で営業赤字



8億円

25億円

+13.7

△3.2

△3.2 △0.8

+4.1

+6.6

20年度

上半期

GMS

店舗計

SM・DS

店舗計

HC

店舗計

その他

店舗計

事業部・本社

スタッフ

決算調整等 21年度

上半期

2021年度 上半期の業績 ～ 営業利益の増減要因 ～ ※旧3社合計との比較

上半期の主な増益要因は、GMS店舗における利益改善
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（単位：億円）



流動資産

2021年度 上半期の業績 ～ 貸借対照表 ～ 10

固定負債

資産合計

流動負債

負債合計

固定資産

47,255 28.9％

116,130 71.1％

163,386 100.0％

85,693 52.4％

36,642 22.4％

122,336 74.9％

構成比実績

2021年8月末

純資産合計 41,049 25.1％

有利子負債 39,089 23.9％

負債・純資産合計 163,386 100.0％

（単位：百万円）

△3,146

△1,695

△4,842

△4,737

△1,345

△6,083

前期末からの増減

+1,240

+2,740

△4,842

※前期末の曜日まわり影響を除くと、有利子負債は減少



１．２０２1年度 上半期の業績

２．２０２1年度 上半期の主な取り組み

３．２０２１年度 下半期の主な取り組み

４．２０２２年２月期 業績予想

本日の説明内容



2022年2月期 上半期の主な取り組み

お客さま、従業員の安全を第一に 感染症対策を継続
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〇入口での手指の消毒

〇店内でのマスク着用

〇店内でのキープディスタンス

〇体調確認

〇館内における密の防止

〇館内換気の強化

【お客さまへの4つのお願い】 【店舗での実施事項】

SP福岡、イオンスタイル笹丘に設置



132022年2月期 上半期の主な取り組み ～ 新中期経営計画 ～

・SM（食品）改革
地域商品開発、都市型小型店、PC機能拡充

・GMS（衣料、住居余暇商品）改革
専門店化推進、SNS活用、Eコマース強化

・HC再成長
ディスティネーション構築、ワイド便推進

・DX推進
CXとEXをともに満たすDX推進

・新業態、新事業開発

・人財育成、組織改革

・サステナブル、環境保全・社会貢献
持続可能な社会の実現に向け、取り組み継続



142022年2月期 上半期の主な取り組み ～ 50周年の取り組みスタート ～



152022年2月期 上半期の主な取り組み ～ SM（食品）改革 ～

「本気の価格」継続実施

「旬鮮工房」 熊本、佐賀へ拡大

お取引先さまとのコラボ推進

鹿児島県産 黒豚ロースとんかつ

熊本県産 赤なす天（田楽風）

長崎県産 あじフライ



162022年2月期 上半期の主な取り組み ～ GMS（衣料・住居余暇商品）改革 ～

小型店版 「インナー＆カジュアル」

新規MD 「ラボスペック」

幼児教育トイの品揃え充実

アウトドア商材の展開強化

SNSを活用した情報発信

新常態への対応 「スポージアム」



172022年2月期 上半期の主な取り組み ～ DX推進 ～

お客さまの利便性向上

累計ダウンロード数：70万件

「ラストワンマイル」の取り組み推進



182022年2月期 上半期の主な取り組み ～ 新店・活性化 ～

（新店）マックスバリュEX西新店

SM店舗の活性化推進 10店舗実施

（衣料）新規アーノルドパーマー

（業態変更）ザ・ビッグ豊後高田店

HC事業とのコラボ（豊後高田店）

（食品）地産地消の推進

（住余）ホームコーディ

（新店）ザ・ビッグ宇佐店

イオンモール佐賀大和



192022年2月期 上半期の主な取り組み ～ HC再成長 ～

多肉植物の品揃え強化

ガーデンエクスリア展開

DIY商材の品揃え強化

SNSを活用したイベント・情報発信



202022年2月期 上半期の主な取り組み ～ その他の事業 ～

サイクル専門店の品揃え拡充

イオンバイクGMS店内への出店推進

（新規）ビアードパパの作り立て工房

フードボートカフェ小郡店

（新規）ロイズチョコレートの移動販売

店頭にて「キッチンカー」展開

店内スペースを活用した催事

話題の「ロボホン」体験イベント



212022年2月期 上半期の主な取り組み ～ 地域貢献、サステナブル ～

食品リサイクルループの取り組み

九州力作野菜、果物

大分県産の有機じゃがいも
を使ったポテトチップス

50周年記念コラボTシャツ

フードドライブ活動 九州7県で実施

ワクチン接種会場の提供
（イオン隼人国分SC）



１．２０２1年度 上半期の業績

２．２０２1年度 上半期の主な取り組み

３．２０２１年度 下半期の主な取り組み

４．２０２２年２月期 業績予想

本日の説明内容



2022年 2月期 下半期の主な取り組み ～ 機構改革（9月1日付け） ～

経営統合によるシナジー効果の更なる拡大を目指して
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社長

管理担当

営業・商品担当

DV事業担当

CX推進本部

営業本部

商品本部

管理本部

県単位の事業部

商品部

営業企画部

デジタル推進部

情報システム部

地区商品部

DX責任者

【新組織の概略】

※CX＝コーポレート
トランスフォーメーション



2022年 2月期 下半期の主な取り組み ～ 営業施策 ～ 24

（新店）マックスバリュ南大分店

東洋軒さま監修 「とり天丼」

デジタルプライサー導入

（新店）ホームワイドプロ福岡空港店

約4万点の豊富な品揃えを実現

職人さんに人気のブランドを展開



2022年 2月期 下半期の主な取り組み ～ DX推進 ～ 25

【2021年度下半期の導入計画】

・九州7県に順次導入予定
・福岡、佐賀、長崎、鹿児島、
大分、宮崎、熊本
各県の基幹店に導入→拡大へ

AEストア刷新 イオン九州オンライン

セルフ、キャッシュレスレジ 導入推進

デジタルプライサー 導入推進店舗と同等の品揃えの実現

ラストワンマイルの利便性向上



１．２０２1年度 上半期の業績

２．２０２1年度 上半期の主な取り組み

３．２０２１年度 下半期の見通し

４．２０２２年２月期 業績予想

本日の説明内容



0

1,000

2,000

3,000

2020年9月 2020年11月 2021年1月 2021年3月 2021年5月 2021年7月 2021年9月 2021年11月

九州7県における新型コロナウイルス新規感染者数の推移
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・変異株リスク

・気候変動リスク
（災害、温暖化）

・生活防衛と
リベンジ消費

→先行き不透明

2020年度下半期 2021年度上半期

（単位：人）

2022年 2月期 下半期の見通しについて

2021年度下半期



2022年 2月期 業績予想 28

137.9％

予想値 前期比

通期業績予想

営業収益 480,000

108.3％営業利益 3,400

100.8％経常利益 3,400

75.5％当期純利益 1,500

（普通配当）1株当たり配当金 15円

（単位：百万円）



本日発表の予想は、現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える
不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。

実際の業績等は、業況の変化等により、本資料の予想と異なる場合があります。

ご清聴をいただきありがとうございました。


